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本学の概要

白鷗大学

経営学部／経営学科 400名

法学部／法律学科 270名

教育学部／発達科学科

児童教育専攻 220名

スポーツ健康専攻 120名

英語教育専攻 50名

心理学専攻 40名

年度

免許取得者数（人）
免許取得
実人数
（人）

卒業者
数

（人）

免許取得
割合
（％）幼稚園教諭 小学校教諭

中学校教諭

社会 保健体
育 英語

2022 79 154 16 75 55 380 468 81.2

※経営学部／経営学科中・社、高・公民、高商業

法学部／法律学科 中・社、高・公民 取得可能

白鷗大学 教職支援センター

○設置 令和4年4月 ○組織 センター長 1名 副センター長 1名
教 員 教育学部 6名、経営学部 2名、法学部 2名
事務局 本部 2名 教育学部 4名

○目的 各学部・専攻・コース等と協働して、本学に共通する教育職員免許状・資格を取得させるための教職課程・保育
士養成課程（以下「教職課程」という。）及び関連業務を運営し、教職課程における教育職員の養成・採用・研修など
総合的な教育指導・支援に関する企画・運営・評価・改善、社会的連携の強化などの推進を図り、本学における全学的
な教職課程マネジメントおよび教員研修を円滑に行う。



2022年度 教職課程の自己点検・評価：概要

方針

・2022年度はシュミレーションとして位置づける。2023年度に本格実施する。
・同時期に大学認証評価も実施されることから、大学認証評価の評価項目と重なり具合を吟
味検討して、可能な限り認証表評価の記述内容が生かされるように作業分担を配慮する。
・大学認証評価のスケージュールに合わせながら作業を分担し、夏休みに自己点検評価シート
を作成し、後期に点検・修正する。

スケジュール

2022年５月 教職支援センター： 自己点検・評価の実施方針の決定
７月 教 授 会： 自己点検・評価シート作成依頼、自己点検・評価シート作成の共通理解

教職支援センター： 関係委員会等と連携し、自己点検・評価シート作成のための情報・データ等
の連絡・調整

８～９月 関係委員会等 ： 教職協働を基本に据えた作業分担の下、各担当委員会は対象項目の自己
点検・評価を実施→自己点検・評価シート（素案）の作成・提出

10～11月 教職支援センター： 自己点検・評価シート（素案）の点検、修正依頼
根拠資料・データ等の所在場所の確認

11～12月 関係委員会等 ： 自己点検・評価シート（素案）の修正・再提出
2023年１～２月 教職支援センター： 自己点検・評価シートのとりまとめ

教職課程の自己点検・評価報告書の作成
３月 教職支援センター： 教職課程の自己点検・評価報告書の提出

報告書を基礎にした次年度の教職課程アクションプランの策定

目的

・自学らしい教職課程のあり方を再確認するとともに、教職課程におけるFD・SDの課題を
見いだし、教職課程の授業改善や質向上につなげる。

・教職課程を主に担う教員が理念・目的等を共有する契機とする。
・教職課程の運営に関しての教職協働の意識を高める。



2022年度 教職課程の自己点検・評価：概要

自己点検評価報告書の構成

Ⅰ 教職課程の現状及び特色

Ⅱ 基準領域ごとの自己点検・評価

１ 基準領域１：教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み

(1)基準項目1-1 教職課程教育に対する目的・目標の共有・・・・・・・（３観点）

(2)基準項目1-2 教職課程に関する組織的工夫・・・・・・・・・・・・（６観点）

２ 基準領域２：学生の確保・指導・キャリア支援

(1)基準項目2-1 教職を担うべき適切な人材（学生）の確保・育成・・・・（４観点）

(2)基準項目2-2 教職へのキャリア支援・・・・・・・・・・・・・・・・（５観点）

３ 基準領域３：適切な教職課程カリキュラム

(1)基準項目3-1 教職課程のカリキュラムの編成・実施・・・・・・・・・（８観点）

(2)基準項目3-2 実践的指導力養成と地域との連携・・・・・・・・・・・（５観点）

Ⅲ 総合評価

Ⅳ 「教職課程自己点検評価報告書」作成プロセス

Ⅴ 現況基礎データ一覧



2022年度 教職課程の自己点検・評価：課題と対策

課題と解決策 ・自己点検・評価活動に関わったことのある教職員が少ない

→関係委員会が初めての自己点検を行いやすいように作成例を配付



2022年度 教職課程の自己点検・評価：課題と対策

課題と解決策 ・自己点検・評価活動に関わったことのある教職員が少ない

→教職支援センター委員が確認しやすいよう、点検・整理表を配付



2022年度 教職課程の自己点検・評価：実施後の状況

実施後の取組

○教職課程等の改善に向けて
・報告書の全教職員への配付
・FD・SDについて、 報告書の結果を考慮
・実施方法・分担等について課題の把握し、2023年度の計画に反映
○広報
・ＨＰでの報告書の公開
・取組の状況について教職支援センター年報に掲載（教育実習協力校などに配付）

2023年度に向けた課題

・自己点検・評価の分担（基準領域・項目と既存の組織の不整合）
・自己点検・評価のためのエビデンス（蓄積されていない。保存箇所が不明等）

・自己点検・評価の価値・必要性に関する理解が十分とは言えない



2023年度 教職課程の自己点検・評価：概要

方針

・2023年度より、教員養成に携わる教職員が、教職課程の自己点検・評価の実施による本学
の長所や課題を共通認識することを通して、教職員の協働意識の向上を図るとともに、教育課
程や授業科目の改善方策の立案・実施につなげていく。

2023年度の変更点

・教員養成に携わる全教職員が、教職課程の自己点検・評価チェックリストシート（全項目）
について記入する方法とする。

スケジュール

2023年５月 教職支援センター： 自己点検・評価の実施方針の決定

７月 教 授 会： 自己点検・評価チェックリストシート作成依頼
自己点検・評価チェックリストシート作成の共通理解

教職支援センター： 自己点検・評価チェックリストシート作成のための情報・データ等の連絡・調整
８～12月 全 教 職 員 ： 各自が授業・業務に合わせて自己点検・評価チェックの実施

→自己点検・評価チェックリストシートの作成・提出
教職支援センター： 教職協働を基本に据えた作業分担の下、自己点検・評価チェックリストシートの

点検・整理

2024年１～３月 教職支援センター： 自己点検・評価チェックリストシートのとりまとめ
2022年度の教職課程の自己点検・評価報告書への朱書き修正



2023年度 教職課程の自己点検・評価：概要

自己点検・評価チェックリストシート

・判定基準Ａに「〇」を記入した項目については、本学の教職課程の「長所・特色」を
有する独自性があると判断できる事項であり、今後有意な成果が期待できる内容である
ため、判断した理由について、箇条書きで記述する。
・判定基準Ｃに「〇」を記入した項目は、本学の教職課程として相応しい基準を確保す
るための課題であり、また教育理念・目的を実現するための課題であるため、判断した
理由について、箇条書きで記述する。
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